
令和7年度第1回青森県青少年健全育成審議会　事前提出質問及びその回答

No.
資料

番号

該当

箇所
質問者 質　問 回　答

1
資料

１－１

P1

Ⅱ－4－10

田

中

委

員

本県における不登校の発生件数

→発生件数が令和４年からぐんぐんと増えてきたのは、な

ぜなのでしょうか。

本件指標は、毎年度文部科学省が行っている「児童生徒の問題行動・

不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」の結果です。

この結果について、文部科学省は、小中学校では「増加の背景とし

て、児童生徒の休養の必要性を明示した『義務教育の段階における普

通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律』の趣旨の浸透等

による保護者の学校に対する意識の変化、コロナ禍の影響による登校

意欲の低下、特別な配慮を必要とする児童生徒に対する早期からの適

切な指導や必要な支援に課題があったことなどが考えられる。」と分

析しており、また、高等学校では「増加の背景として、高等学校進学

やクラス替え等に伴う不適応の増加やコロナ禍の影響による登校意欲

の低下などが考えられる。」と分析しています。

これらの分析については、県教育委員会においても「本県においても

同様に考えることができると捉えている。」と言及しています。

2 資料４

P1

調査結果の主

なポイント

上から5つ目

田

中

委

員

地域への愛着と定住意向の関係について分析したところ、

地域の大人からあいさつされている青少年は高い割合で愛

着や定住意向を示している傾向があった。（詳細は報告書

参照）

→報告書のどこに地域の大人の挨拶と青少年の愛着と定住

意向との関連性を示す内容があるのですか。

「青少年の意識に関する調査」結果報告書のP127～129が該当の言及

箇所です（該当箇所の写しを添付）

なお、この分析に係る元の質問は報告書P9のQ3及びP21 のQ9で、こ

れらをクロス集計したものが上記に掲載されたグラフとなっていま

す。

資料７
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